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株
式
会
社
永
吉
は
、
主
に
プ
ラ
ン
ト
工
事
等

を
主
力
と
し
た
企
業
と
し
て
、
１
９
９
１
年
に

設
立
し
ま
し
た
。
創
業
以
来
、
物
作
り
の
技
術

の
向
上
、
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
だ
け
の

技
量
を
追
及
し
て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
20
年
余
り
の
間
に
起
こ
っ
た
度
重
な
る
自
然

災
害
の
脅
威
を
目
の
当
た
り
に
し
、
何
か
我
々

に
も
出
来
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
我
々
に
で
き
る
こ
と

は
物
造
り
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
り
自
然
環
境
が
破
壊
さ

れ
、
も
は
や
こ
れ
以
上
Ｃ
Ｏ
２
を
出
し
続
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
消
費
社
会
に
お

い
て
は
ご
み
を
燃
や
す
こ
と
で
Ｃ
Ｏ
２
が
発
生

し
、
そ
れ
が
環
境
破
壊
に
繋
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
し
な
い
ご
み
処
理
の
方
法
は

な
い
も
の
か
と
試
行
錯
誤
を
重
ね
低
温
で
、
燃

や
す
の
で
は
な
く
、
化
学
脱
水
反
応
で
、
ご
み

（
有
機
物
）
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
画
期

的
な
低
炭
素
技
術
の
「
炭
吉
」
を
開
発
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
開
発
に
は
名
古
屋
大

学
工
学
博
士
で
あ
る
小
林
准
教
授
の
技
術
指
導

を
受
け
た
事
も
大
き
く
、
設
備
の
完
成
度
も
高

く
な
り
ま
し
た
。

　

ご
み
（
有
機
物
）
を
燃
や
す
こ
と
な
く
化
学

脱
水
反
応
に
よ
っ
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
カ
ー
ボ
ン

に
資
源
化
で
き
る
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
に
な
い

技
術
だ
と
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
名
古
屋
大
学
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
称
号
を
頂
き
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
「
炭
吉
」
を
発
展
さ
せ
、
よ
り
環
境

負
荷
を
抑
え
、
持
続
可
能
な
未
来
を
築
く
た
め

に
廃
棄
物
を
資
源
化
す
る
、
先
進
的
な
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
研
究
、
開
発
そ
し
て
社
会
実
装
を
通

じ
て
革
新
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
、

循
環
型
経
済
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ゆ
こ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
が
地
道
に
物
創
り
を
取
り
組
ん
で
き
た

結
果
と
し
て
今
回
の
よ
う
な
、「
炭
吉
」
を
開

発
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
け
し

て
、
我
々
の
力
だ
け
で
は
成
し
え
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。
行
き
詰
っ
た
時
に
は
不
思
議
に
助
け

て
く
だ
さ
る
人
が
現
れ
、
応
援
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

私
事
で
す
が
両
親
を
早
く
に
無
く
し
、
親
孝

行
の
真
似
事
す
ら
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
今

は
、
感
謝
の
気
持
ち
と
世
の
中
に
恩
返
し
を
し

な
さ
い
と
言
わ
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
今
後

ま
す
ま
す
環
境
は
破
壊
さ
れ
て
い
く
で
し
ょ

う
。
そ
れ
を
少
し
で
も
止
め
る
た
め
の
お
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

小

西

由

晃
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大
相
撲
名
古
屋
場
所
を
直
前
に

控
え
た
七
月
十
三
日
、
当
山
に
宿

舎
を
構
え
る
時
津
風
部
屋
の
力
士

一
同
が
廻
し
姿
で
本
堂
前
に
参
集

し
、
必
勝
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
六
年
度
東
海
三
十
六
不
動

尊
霊
場
会
総
会
が
七
月
三
日
、
同

霊
場
第
一
番
札
所
の
当
山
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
の
役
員
会
に
て
霊
場
会
新
会

長
に
選
出
さ
れ
た
小
豆
畑
主
監
か

ら
就
任
挨
拶
が
あ
り
「
霊
場
会
の

益
々
の
発
展
の
た
め
、
過
去
の
歴

史
を
重
ん
じ
る
一
方
、
時
代
の
流

れ
に
即
応
し
変
化
す
る
こ
と
も
大

切
で
あ
る
」
と
抱
負
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
議
事
に
お
い
て
は
、
各

札
所
の
近
況
報
告
、
昨
年
度
会
計

報
告
、
今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

七
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で

交
通
安
全
特
別
ご
祈
祷
が
厳
修
さ

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
山
で
は
年
四
回
の
「
交
通
安

全
週
間
」
の
主
旨
に
賛
同
し
、
こ

の
期
間
中
に
交
通
安
全
ご
祈
祷
を

受
け
ら
れ
た
方
に
「
交
通
安
全
之

証
」
を
授
与
し
て
、
よ
り
一
層
の

交
通
安
全
の
ご
加
護
を
得
ら
れ
ま

す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

　

六
月
十
三
日
、
当
山
総
代
会
が

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
代
表
役
員
岸
田
照
泰

大
僧
正
（
大
本
山
成
田
山
新
勝

寺
貫
首
、
当
山
住
職
）、
責
任
役

員
・
総
代
安
藤
隆
司
様
（
名
古
屋

鉄
道
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）、
総

代
田
口
義
隆
様
（
セ
イ
ノ
ー
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
代
表
取
締
役
社

長
）、
総
代
水
野
明
久
様
（
中
部

電
力
㈱
相
談
役
）、
総
代
早
川
敏

生
様
（
東
邦
ガ
ス
㈱
特
別
顧
問
）、

総
代
社
本
宮
明
様
（
福
玉
精
穀
倉

庫
㈱
代
表
取
締
役
会
長
）、
総
代

豊
島
半
七
様
（
豊
島
㈱
代
表
取
締

役
社
長
）、
責
任
役
員
小
豆
畑
照

観
主
監
。

　

始
め
に
責
任
役
員
安
藤
隆
司
様

に
委
嘱
状
の
伝
達
、
続
い
て
岸
田

照
泰
貫
首
よ
り
ご
挨
拶
頂
き
、
そ

の
後
、
開
創
七
十
周
年
記
念
事
業

報
告
、
索
の
会
現
況
、
寺
務
概
要

に
つ
い
て
の
現
況
報
告
が
あ
り
、

様
々
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
更
な

る
寺
門
繁
栄
へ
の
思
い
を
共
有
し

ま
し
た
。

大
相
撲
名
古
屋
場
所

時
津
風
部
屋

　
必
勝
祈
願

総
代
会
開
催
さ
れ
る

総
会
開
催

東
海
三
十
六
不
動
尊
霊
場
会

交
通
安
全
週
間
特
別
ご
祈
祷

盂
蘭
盆
会
法
要

献  

灯  

会

◆
日　

時　

八
月
十
三
日
～
十
六
日

　
　
　
　
　
　
（
午
後
七
時
～
九
時
ま
で
点
灯
）

◆
献
灯
料　

三
千
円
以
上

◆
笹
塔
婆　

二
千
円
以
上

◆
日　
　

時　

八
月
十
五
日　

午
後
二
時
よ
り

◆
供
養
塔
婆　

笹
塔
婆
（
48
㎝
）
二
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

五
尺
塔
婆
（
150
㎝
）
三
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

六
尺
塔
婆
（
180
㎝
）
五
千
円
以
上

盂蘭盆会法要はどなたさまもお参り、ご焼香
いただけます。供養塔婆、献灯、お供物等の
お申し込みは総受付にて承っております。

ご先祖さまの  年に一度の里帰り

　

会
社
、
事
業
所
、
工
場
等
の
職

域
安
全
・
工
場
安
全
・
災
害
防
止
・

業
績
向
上
を
祈
願
す
る
『
全
国
安

全
週
間
特
別
祈
願
会
』
が
七
月
一

日
か
ら
十
五
日
ま
で
厳
修
さ
れ
、

多
く
の
会
社
、
事
業
所
が
参
拝
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祈
願
会
は
、
厚
生
労
働
省

と
中
央
労
働
災
害
防
止
協
力
会
が

主
唱
す
る
『
全
国
安
全
週
間
』
に

合
わ
せ
て
毎
年
厳
修
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

全
国
安
全
週
間
特
別
祈
願
会
厳
修

令
和
六
年

交通安全之証
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「願かけ風鈴」を奉安し、夏風にのせてお不動さまに
皆様の願いを届けます。

◆短冊奉納料千円以上　◆限定風鈴御朱印五百円以上

６月 30 日は今年の後半期に入る晦日であり「夏越」
と称されます。後半期の始まりにあたり、お不動さま
に所願成就をお祈り下さい。

◆期間中ご祈祷を受けられた方には、来年１月に
　使用できるご優待券を謹呈いたします。

　

信
徒
総
代　
　

安　

藤　

隆　

司

　

同　
　
　
　
　

田　

口　

義　

隆

　

同　
　
　
　
　

水　

野　

明　

久

　

同　
　
　
　
　

早　

川　

敏　

生

　

同　
　
　
　
　

社　

本　

宮　

明

　

同　
　
　
　
　

豊　

島　

半　

七

　

同　
　
　
　
　

髙　

﨑　

裕　

樹

　

総　
　

代　
　

川　

上　

新
一
郎

　

同　
　
　
　
　

武　

藤　

容　

治

　

同　
　
　
　
　

松　

澤　

弘　

之

　

会　
　

長　
　

安　

藤　

隆　

司

　

副
会
長　
　

社　

本　

宮　

明

　

同　
　
　
　
　

髙　

﨑　

裕　

樹

　

主　
　

監　
　

小
豆
畑　

照　

観

　

法
教
部
長　
　

大　

籔　

照　

心

　

信
徒
部
長　
　

岩　

間　

信　

夫

　

庶
務
部
長　
　

岡　

﨑　

政　

宏

　

企
画
部
長　
　

中　

村　

照　

紳

大
本
山
成
田
山
新
勝
寺

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

成
田
山
貞
照
寺

成
田
山
索
の
会

成
田
山
名
古
屋
別
院
大
聖
寺

成
田
山
講
社
東
海
地
方
本
部

暑中お見舞い申し上げます
令 和 ６ 年 　 盛 夏

日
本
生
花
司

松
月
堂
古
流

尾
張
支
部

〒
四
六
〇
―
〇
〇
〇
七

名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
―
二
四
―
九

電
話
〈
○
五
二
〉
二
四
一
―
○
六
五
三

社
中

生
風
会

表
千
家
吉
田
生
風
庵

〒
四
六
〇
―
〇
〇
〇
七

名
古
屋
市
中
区
新
栄
一
―
二
四
―
九

電
話
〈
○
五
二
〉
二
四
一
―
○
六
五
三

吉
田
生
風
庵

表
千
家

成
田
山
書
道
会

日
江
井
芝
香

講
師

令
和
六
年
盛
夏

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

貫　

首　
　

岸　

田　

照　

泰

寺
務
長　
　

伊　

藤　

照　

節
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索
の
会
で
は
、
特
別
企
画
と
し

て
、
七
月
九
日
、
十
日
、
十
一
日

の
三
日
間
「
時
津
風
部
屋　

朝
稽

古
見
学
＆
ち
ゃ
ん
こ
鍋
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

時
津
風
部
屋
は
、
大
横
綱
・
双

葉
山
が
開
い
た
歴
史
あ
る
相
撲

部
屋
で
す
。
参
加
者
七
十
八
名

は
、
時
津
風
部
屋
宿
舎
に
て
朝
稽

古
を
見
学
し
、
力
士
た
ち
の
稽
古

に
対
す
る
真
剣
な
姿
勢
や
礼
儀

正
し
さ
か
ら
、
相
撲
の
伝
統
、
文

化
に
触
れ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

稽
古
見
学
後
、
宿
舎
に
て
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
皆
で
円
卓
を

囲
み
、
力
士
が
調
理
す
る
ち
ゃ
ん

こ
鍋
を
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
堂
に
移
動
し
大
護
摩

供
を
参
拝
。
梅
雨
の
最
中
で
雨
も

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
に
全

行
程
を
終
え
る
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
索
の
会
で
は
、

特
別
企
画
を
計
画
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ

下
さ
い
。
ま
た
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

六
月
十
七
日
、
各
務
原
市
緑
陽

中
学
校
剣
道
部
々
員
及
び
関
係
者

が
参
拝
さ
れ
、
中
学
校
総
合
大
会

を
目
前
に
控
え
必
勝
祈
願
を
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
剣
道
部
は
毎
年
こ
の
時
期
に

必
勝
祈
願
参
拝
を
さ
れ
、
好
成
績

を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
日
は
、

大
会
に
向
け
て
の
午
前
の
部
活
を

終
え
て
の
ご
来
山
と
な
り
、
参
拝

通
じ
て
部
員
一
同
気
持
ち
を
高
め

ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

六
月
二
十
四
日
、
豊
川
市
の
日

本
舞
踊
教
室
羽
衣
の
会
（
代
表
＝

辻
香
子
氏
）
の
皆
様
が
、
諸
芸
上

達
祈
願
の
た
め
参
拝
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
会
は
一
昨
年
か
ら
参
拝
の
御

縁
を
頂
き
、
大
護
摩
供
前
に
参
拝

さ
れ
た
十
名
の
方
々
に
よ
り
、
日

頃
稽
古
さ
れ
た
舞
踊
数
曲
を
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。

◆
の
ぼ
り

四
日
市
市　

ペ
リ
ド
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

大
野　

明
代

　

〃　
　
　

㈱
箱
音

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

二
美

貞
照
寺
だ
よ
り

八
月
十
五
日

　

午
前
十
時
よ
り

成
田
山
貞
照
寺

盂
蘭
盆
会
法
要

日
本
舞
踊
教
室
　
羽
衣
の
会

諸
芸
上
達
祈
願
参
拝

〒 509-0123
各務原市鵜沼宝積寺町 5-189
電話　(058)384-0202

成田山貞照寺

貞奴縁起・諸芸上達・所願成就

ホームページ
ＱＲコード

緑
陽
中
学
校
剣
道
部

　
　

必
勝
祈
願
参
拝

各
務
原
市

大
相
撲
時
津
風
部
屋　

朝
稽
古
見
学
＆
ち
ゃ
ん
こ
鍋

索
の
会
特
別
企
画

（
六
月
末
日
現
在
）

朱
の
会
員
　
　
　
　
七
名

紫
の
会
員
　
　
　
一
一
名

緑
の
会
員
　
　
　
八
九
名

黄
の
会
員
　
　
　
四
二
名

青
の
会
員
　
一
三
二
六
名

合
　
計
　
　
一
四
七
五
名

成
田
山
索な

わ

の
会

会
員
数
現
況

（
順
不
同
敬
称
略
）

奉
納
者
芳
名

６
月 　ご好評いただいている『貞

奴マルシェ』を本年も開催い
たします。
　当日はキッチンカーなど
14 店舗にご出店いただく予
定です。本堂では所願成就大
護摩供を厳修。また境内では
各務原太鼓保存会による太鼓
奉納、キッズチアダンスのダ
ンス奉納も行なわれます。
　大勢の皆様のご来山をお待
ち申し上げます。

【日時】10 月 26 日（土）
　　　　9：30 ～ 15：00



令 和6年 7月 25日 発 行名 古屋 成 田 山（ 5 ）

　　成田山名古屋別院　TEL（0568）61-2583/FAX（0568）61-8030　＜信徒課／担当　田尻＞

お申し込み
方法

7月末日までに、成田山信徒課までお電話又はFAXにてご予約ください。
ご予約のお客様には8月以降、旅行案内を送付させていただきます。

旅行代金：（3～5名1室利用時）
　　　　　※2名1室利用時3,500円増　/　※1名1室利用時　11,000円増（共にお一人様）
集合場所：犬山成田山　6：45発 ／ 大口町役場　6：45発 ／ 名古屋駅　7：00発

大本堂イメージ

各出発地　～　東名・首都高　～　築地（お寿司の昼食）～　深川不動堂（大護摩供参拝など）～　成田市(泊)
6:45発　          　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18:00頃

（月） 【宿泊先：アートホテル成田　〒286-0127　千葉県成田市小菅700　℡0476-32-1111】　　　　　      　　（お部屋は洋室です）

ホテル　～　成田山新勝寺「大護摩供参拝・案内人付き（市内うなぎの昼食)」　～　牛久大仏（見学）～　鬼怒川温泉(泊)
4:50発　　　　　坊入り朝食（精進料理）　　　　　　　　　　　　　　　　11：00～　　　　       　　　　　　　　　　　　　17:00頃

（火） 【宿泊先：ホテル鬼怒川御苑　〒321-2521　栃木県日光市藤原1-1　℡0120-89-4126】　　（お部屋は和室です）

ホテル　～　日光・輪王寺（参拝・案内人付き）…　日光東照宮（参拝・案内人付き）…　日光市（昼食）
8:00発　　　　　　　　

（水） ＜日光宇都宮・東北・北関東・上信越・長野・中央道＞　～　バス車中で軽夕食ご用意　～　各地 20:00~20:30頃

コ　ー　ス

深川不動堂イメージ

索の会会員様 57,000円 会員様以外 59,000円

定員に達し次第、申込みを締め切らせて頂きます。ご了解お願い申し上げます。



令 和6年 7月 25日 発 行 名 古屋 成 田 山 （ 6 ）

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

名
古
屋
市　

井　

上　
　

英　

子

岩
倉
市　
　

ソ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

名
古
屋
市　

宮　

澤　
　

保　

雄

春
日
井
市　

河　

地　
　

日
出
男

　

〃　
　
　

山　

口　
　

光　

子

　

〃　
　
　

山　

口　
　

敦　

子

多
治
見
市　

早　

川　
　
　
　

勇

名
古
屋
市　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

瑞
穂
市　
　

丸
門
建
設
㈱

羽
島
市　
　

丸
門
運
輸
㈱

名
古
屋
市　

㈱
Ｔ
Ｋ
Ｂ

東
近
江
市　

滋
賀
丸
門
運
輸
㈱

各
務
原
市　

㈱
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

名
古
屋
市　

都
築
工
業
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

都
築　

沙
更

丹
羽
郡　
　

㈱
東
海
理
化

　
　
　
　
　
　

生
技
セ
ン
タ
ー

碧
南
市　
　

井
上
メ
ッ
キ
工
業
㈱

小
牧
市　
　

野　

呂　
　

陽　

子

揖
斐
郡　
　

中　

村　
　

修　

一

各
務
原
市　

羽　

賀　
　

信　

彦

四
日
市
市　

㈱
ナ
カ
ム
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

佳
弘

　

〃　
　
　

中　

村　
　

眞　

義

犬
山
市　
　

㈱
ア
ウ
レ
ス
ト

東
海
市　
　

清　

原　
　

由　

梨

豊
田
市　
　

伊　

藤　
　

利　

成

名
古
屋
市　

松　

田　
　

久　

典

　

〃　
　
　

松　

田　
　
　
　

郁

名
古
屋
市　

名
古
屋
成
田
講

　

〃　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
成
田
講

名
古
屋
市　

成
田
山
金
山
橋
講

山
県
市　
　

成
田
山
岐
北
月
参
講

◆
索
の
会　

名
古
屋
成
田
講
支
部

　
　
　
　
　

港
ト
ラ
ッ
ク
支
部

　
　
　
　
　

岐
北
月
参
講
支
部

　
　
　
　
　

金
山
橋
講
支
部

　
　
　
　
　

犬
山
一
心
支
部

  

社
本
宮
明
信
徒
総
代
ご
令
室
、

索
の
会
丹
羽
支
部
員
社
本
さ
と
子

さ
ん
が
六
月
二
十
九
日
、
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。告
別
式
は
七
月
二
日
、

大
香
山
桂
林
時
に
て
営
ま
れ
ま
し

た
。
喪
主
は
社
本
光
永
氏
・
社
本

宮
明
氏
。

　

当
山
大
籔
照
心
法
教
部
長
ご
母

堂
大
籔
正
子
さ
ん
が
六
月
二
十
四

日
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
告
別
式

は
六
月
二
十
六
日
、
愛
昇
殿
レ
ク

ス
ト
の
杜
甚
目
寺
に
て
営
ま
れ
ま

し
た
。
喪
主
は
大
籔
照
心
師
。

　

当
山
で
は
八
月
末
日
ま
で
「
願

か
け
風
鈴
ま
つ
り
」
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
鐘
楼
堂
前
広
場
に
は
皆

様
の
お
願
い
事
が
書
か
れ
た
多
く

の
風
鈴
が
奉
安
さ
れ
て
い
ま
す
。

色
と
り
ど
り
の
風
鈴
が
風
を
受

け
、
軽
や
か
な
音
色
が
山
内
に
こ

だ
ま
す
る
様
は
圧
巻
で
ご
ざ
い
ま

す
。
猛
暑
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま

す
が
、成
田
山
に
お
越
し
の
際
は
、

風
鈴
達
の
音
色
に
耳
を
傾
け
て
く

だ
さ
い
ま
せ
。　
　
　
　

三
船
記

中
三
　
　
横
井
　
花
音

小
二
　
　
東
道
ゆ
き
の

中
一
　
　
杉
本
結
羽
花

【
評
】
行
書
の
運
筆
が
す
ば
ら
し
い

で
す
。

【
評
】
字
形
よ
く
一
字
一
字
し
っ
か

り
書
け
て
い
ま
す
。

【
評
】
一
も
じ
一
も
じ
て
い
ね
い

に
か
け
ま
し
た
。

編
集
室
よ
り

六
月
の
大
護
摩
供

　
　

修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

六
月
の
登
山
講
社

紙
上
書
道
展

８月の成田山行事

◆ご詠歌講習会　8 日
　　午後 1 時　信徒会館 3 階
◆献灯会　13 日～ 16 日
　　　　　　　　於　大師堂
　　19 時から 21 時まで点灯
◆盂蘭盆会法要 15 日  
　　　　午後２時　大師堂
◆写経会　28 日　信徒会館

◆願かけ風鈴まつり 8/31 まで開催
◆夏越の大祈願　8/31 まで開催

六
月
の
自
動
車
特
別

ご
祈
祷
修
行
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

六　

月

銅
板
志
納
者
芳
名

（
順
不
同
敬
称
略
）

お
く
や
み

さ
ん

お不動さまの御
ご

縁
えん に ち

日
　　毎月 1日、15日、28日

社
本
さ
と
子

さ
ん

護ご

ま

ぎ

摩
木
の
お
す
す
め

　

お
名
前
と
お
願
い
事
を
浄
書
さ

れ
お
申
込
み
下
さ
い
。
お
護
摩
祈

祷
に
て
お
焚
き
上
げ
し
て
、
お
願

い
事
が
成
就
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈

念
い
た
し
ま
す
。
初
穂
料
三
百
円

以
上
、
五
百
円
以
上
（大）
。

家
内
安
全　
　

成
田
一
郎

交通安全自動車祈祷
時間変更のお知らせ

午前７時から

午後５時 30 分まで

とさせて頂きます。

◆ 30 分間隔でご祈祷いたします。
◆ご祈祷受付は祈祷開始時刻の５分前
　までとさせて頂きます。

自動車祈祷時間は

行事等の最新情
報はこちらでご
確認下さい。↓

犬山成田山ＨＰリニューアル 大
籔
正
子


